
様式２－２岡山県 取組の経緯、作成に向けた決意
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取組のポイント（アピールポイント、力を入れた点、取組の重点など）
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様式２－２岡山県



令和３年度末時点での課題
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個別避難計画作成のプロセス
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岡山県 様式２－２

標準的な流れ 内 容

主な関係者

備 考
当事者 自主

防災組織
地域
住民

民生
委員

福祉
専門職

市町村
職 員

Step１ 対象地区や当事者の選定
計画作成の優先度付けの整理
対象となる地区や当事者を選定 ● ● ●

Step２ 防災・福祉対応力向上研修の実施

防災や福祉に関する現状や動向を把握するとと
もに災害リスクを正しく理解し、避難行動要支
援者に対する支援や個別避難計画の作成に必要
な知識と技術の習得することを目的に実施。防
災部門は福祉分野を、福祉部門は防災分野を重
点的に学習（たすき掛け）。

● ● ● ● ●

県委託事業
研修
・福祉関係者向け
・地域関係者向け
意見交換会

Step３ 当事者力アセスメントの実施
当事者への聞き取りや説明を実施
避難時における事前準備も併せて確認 ● ● ● ●

Step４ 地域力アセスメントの実施
地域の災害リスクの把握や地域で利用できる資
源等の確認 ● ● ● ● ●

Step５ 個別避難計画の作成 当事者情報（基礎情報）の計画への落とし込み ● ● ●

Step６ 地域調整会議の開催

民生委員や福祉専門職を中心に関係者で避難支
援のタイミングや方法、避難支援の際に配慮す
べき事項等を確認

● ● ● ● ● ●

Step７ 避難訓練の実施及び振り返り
計画内容を検証するため、避難訓練を実施
実施後、振り返りを行い改善点を洗い出し ● ● ● ● ● ●

Step８ 個別避難計画の見直し
避難訓練等を踏まえ、計画内容を修正
関係者への計画の提供、市町村への提出 ● ● ● ● ● ●

Step９ 補助金申請 市町村に対する個別避難計画の作成経費を支援 ● 県補助事業

Step10 補助金支払い 市町村に対する個別避難計画の作成経費を支援 ● 県補助事業



新規（令和３年度）既存（令和元年度～）

参考資料
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岡山県 様式２－２

①連携（報告会の開催・意見交換） ②情報共有・事例を横展開

学びを実践

新たな学びや気づきを還元



○岡山県地区防災計画等作成推進協議会 個別避難計画研究部会
［内容］市町村職員（防災・福祉）を対象にしたスキルアップ研修（15自治体参加）

参考資料
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岡山県 様式２－２

開催日時 内 容 参加数

第１回 対面方式
８/２（月）
12:45～16:40

・講義（作成手順の学習）
・グループディスカッション（計画作成に向けた課題への対応策を意見出し）

40人

第２回 Web会議形式
８/25（水）
13:00～16:30

・自治体の取組状況の共有
・質疑応答
・グループワーク（計画作成に必要な情報と収集方法）

41人

第３回 対面方式
10/29（金）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（アセスメントの実施）
※高齢者福祉編 ロールプレイ方式

27人

第４回 対面方式
11/22（月）
13:00～16:50

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（地域調整会議の開催、個別避難計画及びタイムラ
インの作成）※高齢者福祉編 ロールプレイ方式

28人

第５回 対面方式
１/６（木）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有、福祉避難所の運営と受入体制（実態調査を踏まえ議論）
・福祉専門職が関与した計画作成（障害の特性を知る、アセスメントの実施、地域調
整会議の開催）※障害福祉編 ロールプレイ方式
・福祉教材を使った視覚障害等の体験ブースの設置

28人

第６回 Web会議形式
２/１（火）
12:45～16:40

・部会の振り返り、自治体の取組状況の共有（発表後、計画作成の全体方針や福祉専
門職が計画作成に関わる仕組みの構築や報酬単価の統一等について議論）
・グルーブディスカッション（計画作成に向けた課題への対応策を意見出し）
・講師等からのコメント、まとめ

31人


